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は じ め に

インドネシアは多くの民族から構成され,そしてそれぞれの民族が各自の言語,文化,社会,

歴史,慣習法のもとに生活している｡インドネシアの中心で,イソドネシア人口の64パ-セン

トが住むジャワ島においてさえ,東部の一部とマズラ島にはマズラ人が,東部から中部にはジ

ャワ人,そして西部にはスソダ人が住んで,それぞれ異なった社会を形成している｡

インドネシアにおいて,政治的,文化的に最も大きな影響力を持っているのほ,言うまでも

なくジャワ人であるが,ジャワ人についで,勢力を持っているのがスソダ人である｡

このスソダ人の社会を過去において,指導してきたのが,スソダの貴族,メナック (menak)

であった｡

私は1969年から71年にかけて,スソダ各地をしば しば訪ねてみたが,独立後20数年を-,そ

の間に多くの変革を受けたにもかかわらず,今日なおメナックはスソダ社会に大きな勢力を持

っていた｡

メナックがなぜこのように,過去から現在にかけ,大きな勢力をスソダ社会に持ちつづける

ことができたのか,考察してみたいと思う｡1)

Ⅰ スンダ地方とスンダ人

スソダ地方,すなわち西ジャワ地方は,北部のジャワ海寄 りには海岸平野がひらけているが,

中部から南部にかけては山岳地帯におおわれている｡ この山岳地帯の諸高原と山麓地帯が,袷

涼な気候,肥沃な火山灰土壌,および乾季にも十分な雨量に恵まれることなどと相まって,覗

*東京都立紅葉川高等学校

1)スソダ各地を案内し,そして多くのメナックを紹介してくださったDr.Ir.D.Swandhi,HarrySaffiudin,
Sufialsaの諸氏および,嚢重な資料をみせてくださった JajasanPangeranSumedang の R.A.
SurianataKusma,Samdjaの諸氏に深く感謝する0
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在ではインドネシアでも最も豊かな農業地帯となっている｡ 乾季に赤茶けた中部ジャワから西

部ジャワに入 り,青々した水田に接するとこのことが良く理解できる｡

ジャワ島では一般に気候が良くて,水に恵まれた山麓地帯からひらげ,暑くて療病の地であ

る海岸平野の開拓は遅れた｡海岸平野がひらかれるようになったのは,貿易がさかんになって

からであり,それも河口の海港都市からであった｡

現在でもジャワ島に関しては,農業地帯として豊かなのは雨量の多い山麓地帯であり,潅翫

設備が乏しく,そして乾季に雨が降らない北部平野の農村は一般に貧しい｡

自然条件に恵まれたスソダ地方の,しかもサラク (salak)山麓の涼しくて,雨量に恵まれた

ボゴール (Bogor)地方2)にインドネシア最古のヒンズー文化のタルマ (Taruma)国3)が誕生

したのも決して偶然のことではない｡

しかしこのヒンズー文化の中心は,その後中部ジャワ-,そして東部ジャワ-と遣 り,スソ

ダ地方はジャワ史の圏外におかれてしまった｡

そして16世紀,回教時代に入って再びジャワ史の舞台に登場してくるが,この間のスソダ史

については,ボゴールとその南のチバダ (Tjibadak)4)および東スソダ地方のカワリ(Kawali)

〔チアミス (Tjiamis)の北,20km〕付近にあるわずかな碑文と口碑伝承にたよらなければな

らない｡これらによってタルマ国の後にスソダ国,その後にパジャジャラン国が存在し,また

東スソダのチアミス付近5)にガルー (Garuh)国が存在し,パジャジャラン国と密接な関係が

あったことが推定されている｡

これらはいずれもヒソズ-王国であったが,その遺跡からみる限り,いずれも小規模なもの

であり,中部および東部ジャワのヒンズー遺跡とは比べものにならない ｡6)

しかしいずれにしてもスソダ地方が,西はボゴールを中心とした地域より,また東はチアミ

スを中心とした,いずれも自然条件に恵まれた,気候の良い,豊かな山麓地帯よりひらかれて

いき,そして徐々に,長年月をかけて,内部の諸高原が開拓されていったものと考えられる｡

16世紀,回教王国のバンテン,チ ィレポソ両王国の勃興により,パジャジャラン王国は威さ

れ,東スソダほマクラム王国の支配下に入ったが,オランダ東インド会社の登場により,18世

紀初頭,スソダ地方のほとんど大部分はオランダの支配下に入った｡しかしオランダ側の報告

2)ボゴ-ルほ ｢雨の町 (kotahudjan)｣ともよばれている｡
3)ボゴールの近くのチアンペア (Tjiampea)に5世紀頃のものと考えられるタルマ回の碑文がある.

4)Tjibadak の町に入る手前の Tjitjatih 川沿いの小高い丘の上に,1030年のスソダ王 MaharajaCri
Jajabhupatiの碑文があった｡ しかし現在ここにはなく,古老の話では博物館に納められたとのことで
ある｡
5)現在でもスソダ地方で最も豊かな水田地帯であると言われている｡
6)独立後,スソダ地方のヒソズ-遺跡の発掘がさかんであるO筆者はガル-ト (Garut) 高原のレレス
(Leles)付近のチャンデイ･チャンコアンの発掘現場を訪ねてみたが,非常に規模の小さいものだっ
たoヒソズ-の石像もスソダ各地にいくつも散在しているが,筆者の見たものはいずれも小さなもので
あった｡
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によると,この時代,この地方はまだ人煙全 く稀で,人口も稀薄であったと言うから7), 諸高

原の開拓はまだ充分進んでいなかったものと思われる｡ この地方の開拓が進み,人口も増加し,

文字通 り恩寵の地になったのは,オランダの支配下に入ってから後のことである｡

スソダ人の人口は1966年で約1700万人と推定されるが8',これはジャワ人につぐ人口数で,そ

れだけにジャワ人に対する対抗意識は強い｡ジャワ人とスンダ人との対立はすでにオランダ人

も早 くから指摘しているところであるが,スソダとジャワとの境界を流れるプレべス(Brebes)

の近 くのチ ･プマリ (Tjipemali)川がスソダ人にとって ｢禁断の川｣ を意味し, スソダ人が

この川を渡ると神霊の意に反して,不孝になると言い伝えられていることからみると9), かな

り古い昔から対立があったものと考えられる｡

スソダ人とジャワ人を比較するとスソダ人のほうがスソダ美人に象徴されるように,一般に

色が白い｡住盾もジャワ人の土間式に対して,スソダ人は高床式であり,集落もジャワ人のよ

うなきちっとした集村でなく,不規則でかなり分散している｡ そして村落の共同体規制もジャ

ワのように強くなく,とくに土地に対する規制が非常に弱いため,ジャワ島の中で,最も大土

地所有制の発達したところとなっている｡

II スンダ社会とメナ..Jク (menak)10)

ジャワ社会については, プリヤイ (prijaji) 〔ジャワのマタラム王国やその他の小君主たち

に仕える廷臣とその家族たち〕とサントリ(santri)〔ジャワ住民のうちでイスラム教-の関心

が最も強いもので,主として商工業者〕およびアバンガン(abangan)〔精霊信仰の名残 りを幾

分とどめた農民〕の三社会集団に分類したクリフォー ド･ギア-ツ (CliffordGeertz)の研究

が有名である｡ この研究は1951年から1954年にかけておこなわれた兼ジャワの実態調査をもと

にしたものであるが,ちょうどこの調査が行なわれていた同じ頃,スソダ社会をアリシャバナ

7)戸数一万戸足らずであったと言う｡
拙稿 ｢オランダ東印度会社の西ジャワにおける義務供出制について｣『南方史研究Ⅰ』南方史研究会,
1960,pp.116-117)参照｡

8)インドネシア中央統計局の発表によると西部ジャワの人口は,1966年末で23,162,000人である｡(谷口
五郎 『インドネシア』改訂版,鹿島研究所出版会,昭和45年,p.105)これからジャカルタ,チイレボ
ン,クラワン,バンテン等に屠住の非スソダ人の人口を引けば,スソダ人は約1700万人位と推定される｡
なお1930年のFにTi勢調査では西部ジャワの人口は1,140万 (ジャワ･マズラ全体で4,078万)で,その内,
スンダ人は846万人である｡(『南方年鑑』昭和18年版,東邦社,昭和18年,p.832,842)なお,スソダ
人の人口増加の状況を示すと,1895年2,195,000人,1900隼2,436,000人,1905年2,697,000人,1915
年3,000,000人である. (S.Alisjahban'-i.APreliminarystudyofclasssiruciureamongikeSun･
daneseinikePrijangan.1954,p.ii)

9)W,Fruin-Mees,GeschiedenisvanJava,1920,p.5. 松岡静雄訳 『爪畦史』岩波書店,大正 13年,
p.50

10)menakは中世ジャワの戦士に対する尊称であるが,これがスンダに入って貴族の称号となったと言う｡
(Ailsjahbana前掲書p.1脚注)
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(semiatiAlisjahbana)ll)が研究 し,1954年 ｢プリアンガンにおけるスソダ人の階級構成研究

序説 (A preliminarystudyofclassstructureamongtheSundaneseinPrijangan)｣ な

る修士論文を コ-ネル大学に提出した｡

女史はこの中で,ジャワ,スソダいずれの社会 も貴族 (ジャワではprijaji,スンダではmenak)

と農民 (ジャワでは Wongtjilik,スンダでは djalmaleutik)に明瞭に分け られるとし,スソ

ダ社会を貴族 (menak)と農民 (djalmaleutik,tjatjah)の2集団に分類 し研究をすすめてい

る｡

ギア-ツの3集団によるジャワ社会の分業削まこの後に発表 されたのである浴,スソダ社会に

関 しては,なお依然としてア リシャバナの分類が妥当であると考える｡ それはスソダにおいて

ほ ジャワのようにサ ン トリをプリヤイやアバ ンガンに対する一つの社会集団として認めること

は困難であ り,またジャワのサ ン トリが果た しているような社会的役割はスソダではメナ ック

が果たしていると思われるか らである｡

スソダのメナ ックはジャワのプリヤイほどヒソズー的要素は強 くない｡彼 らはジャワ文化に

憤慨の念をいだき,20世紀初頭までマクラム王国に伺候 し,社会的地位の象徴としてジャワ語

を使用 していたほどであるが12), ヒンズー的要素はジャワのプリヤイに比較すれば非常に少な

い｡む しろ宗教的にはスソダ地方はジャワ島の中で最も回教の盛んな所で,そ してその回教の

指導的役割をメナ ックが果たしているのである｡13) またジャワのサ ン トリが果た しているよう

な商工業者 としての 経済的役割を もまた, 土地所有者で 経済力のあるメナ ックが 果た してい

る ｡14)

ジャワのプリヤイもスソダのメナ ックもともに,先祖を王侯や,地方土侯に持つ伝統的な家

系 と高い官職に由来す るものとして理解されているが 15), どちらかと言えば,ジャワのプリヤ

ll)女史の消息につき,バンドソ教育大学社会人類学教授 Harsojo,S.S.氏に聞いたところ,病気でなくな
ったとのことであった｡

12)Alisjahbana･前掲書pp.6-7｡筆者はスメダンでメナックの伝統芸能を見せてもらったが,それはジャ

ワ･ヒンズー的なものであったOまたバンドンの南, ソレアン (Soreang)でメナックに会った時,そ
のメナックも昔メナックはジャワ語を使用していたと語っていた0

13)スンダではメナックは最も熱心な回教徒であり,そしてモスクや回教学校 (pesantren)の維持にあた

っている｡筆者はガルートやスメダンでこのような状況を見聞することができた｡

14)これらの点につき実態調査を行なえなかったことを残念に思っているが,チカジャン (Tjikadjan)(〟

ルートの南)で会ったメナックは大土地所有者で農園,製茶工場,養蚕工場等を経営し,同時にモスク

回教学校を持っていて, -ジであった.またバルブル･リンバンガン(Balutiur-1imbangan)(ガルー
トの北)のメナックも小規模ではあるが商店を経営していた｡

バンドンの北,チボダス (Tjibodas)の大土地所有者は農園経営の他に金融業およびバス, トラック

等の運輸業を営んでいる｡(Ir.H.tenDam,HCobpererenvanuithetgezichtspuntderdesastructuur
indesaTjibodas,"IndonesiaIX,1956.pp.100-101.これの英訳が ZndonesianEconomics,1961に
載っている｡)

筆者はバンドソ教育大学社会人類学の Harsojo,S･S･教授とこれらの点について話合った時,教授も
スソダのメナックはジャワのサントリが果たしているような社会的役割をも果たしており,スンダはメ
ナックと農民の二集団に分類するほうが妥当であると話しておられた｡

15)C･vanVollenhoven,HetadatrechtvanNederlandscheIndia,1931.p.706.
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イは官吏としての色彩が濃厚であり,これに対してスソダのメナックは伝統的家系をもつ貴族

としての意味のほうが濃厚である｡ これはジャワではレ-ソト(regent,土侯)以下の諸役人,

19世紀初め,ダーソデルス(Daendels),ラフルス(Ra刑es),全権委員(Commissarisgeneraal)

らにより,その領主的性格を抑制され,オランダの土着民官吏化していったのに対しで 6),ス

ソダではコーヒーの義務供出制による莫大な収益が政庁の財政を支えたため,自由主義政策は

実施さjtず,プレアンゲル制度 (Preangerstelsel)(1677-1871)のもとに, レ-ソト以下諸

役人の領主的性格は温存され,ジャワに比べ土着民官吏化が遅れたためである｡

スンダのメナックがいつ成立したかについては良 くわからないが,パジャジャラン王国時代,

各地に後のレ-ソト(土侯)の前身と考えられるものが成立したものと思われる｡ 後世,彼ら

はいずれもパジャジャラン王の末南であると称している｡17)

パジャジャラン王国滅亡後,マタラム王国の支配下に入った時,マクラムはこの在地有力土

侯をブパテ ィ(bupati)に任命し,彼らに統治させた｡オランダ東インド会社の統治下におい

ても,会社は住民の統治をこれら土侯 (オランダはこれをレ-ソトとよんだ)にいっさいまか

せ, コーヒー等の輸出商品の栽培と供出を彼らを通 じて行なわせた｡18) 会社倒産 (1799)後も

このプレアンゲル制度 (1677-1871)は存続され,これら土侯の性格に変化ほおこらなかった｡

この土侯,すなわちレ-ソト (regent)は世襲され19), 彼らのもとに執政 (patih), 郡長

(wedana),副郡長 (tjamat,asistenwedana)らの諸役人がいて彼らを助けた｡これらの役

職はいずれもレ-ソトの一族,およびその子孫によって占められた｡

そこでこのレ-ソトを頂点とした一つの同族集団が各地に成立 し,それが官職と結びつき,

そしてまた,彼 らはお互いに婚姻を通じて結びついていったので20),彼らはスソダ社会に一つ

の上層社会集団としてのメナック階級を形成していったのである｡

メナックの象徴としてほ (1)称号とそれにともなう官職,(2)プサカ (pusaka),(3)メナックに

ふさわしい生活と生活態度等があげられる｡ 称号はマクラムより与えられるものと,オランダ

より与えられるものがある｡ メナックの最高の称号は Pangeran(皇太子の意味で,スメダン

のレ-ソトのみこれを称した)で,Raden(レ-ントの最も普通の称号),Adipati(オランダ

16)一時ジャワ戦争 (1825-30)や強制拭培制度の実施 (1830)のため,オランダはレ-ソトの協力を得る
ため後退させたが,強制栽培制度への批判が高まるにつれ,再び土着民官吏化が進められた｡
17)VanRees,OverZichivandeGeschiedenisderPreangerRegentschabPen,1867.p.10.
18)この点については前掲拙稿を参照されたい｡
19)レ-ソトの職は法的にはオランダの任命であったが,実際には政策上の配慮から世襲が認められた｡こ
の世襲が廃止されたのは1913年である｡
20)スメダンのレ-ント家の系図 (1968年作成のもの)によれば,スソダの各レ-ソト家が互いに婚姻によ
り結びついていることがわかるOスメダンではとくにバンドン,チァンジュ-ル,1)ソバソガン,ガル
ートのレ-ソト家との関係が深い｡

マックス･-ーフェラール (MaxHavelaar)によれば,19世紀中頃のルパック(Lebak)とチァソ
ジュールのレ-ントは一族であるo(Multatuli,MaxHaveladr,14edruk.1932.p.147.朝倉純孝訳
『マックス･--フェラ-ル』タイムス出版社,昭和17年,p.188.)
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の中将に相当する),Rangga(普通執政や郡長に与えられる),Ngabehi,Temenggung,Demang

の順でこれに続 く｡ Radenの息子は Aom,娘は Djuagである｡ 女性の最高の称号は夫人で

RadenAju,娘で RadenAdjengであるが, これらはいずれ も ジ ャワ起源であって, スソダ

語では Njidalam,Njitemenggung,Njiwedanaである｡ 最低の称号は Masで下級貴族

(Santana)が一般にこれを称した.21)

プサカ (Pusaka.世襲の意)は,いわば日本の三種の神器のようなもので,呪力があると考

えられ,代々世襲された｡ スソダ,ジャワいずれも, クリス (短剣),袷,傘,柿,装身具等

である.22)メナックの生活と生活態度は,その立居振舞,礼儀作法等においていずれもジャワ

のプリヤイの影響を非常にうけている｡

ⅠⅠⅠ メナックの権威の精神的基盤

メナックの精神的権威の源泉は超自然的な力があると考えられるその貴種にある｡ 現在でも

ある特定のレ-ソトの蓋はその土地の人々の信仰の対象になっている｡23'だからこそまたその

象徴としてのプサカが呪力あるものとして尊重されたのである｡ この貴種尊重はプサカととも

に家系図を尊重することになる｡24)この系図についてはオランダも早 くから注目し,19世紀な

かば,スメダンとスカプラ (Sukapura)で副理事官をつとめた A.W.KinderdeCamarecq

は,勤務地のレ- ソトの系図を報告している｡25)

筆者はスカプラ, リンパソガン,スメダンの三カ所のレ-ソトの系図を見ることができたが,

この中でスメダンのものが 最も詳しくて 完備していた｡ スメダンのレ- ソト家は スソダでも

最も家格が高 く,称号もマタラム王から最高のパンゲランを与えられた唯一のレ-ソト家であ

る｡かつてマクラム王がこの地を支配した時,まずスメダンのレ-ソトに東スソダ全体の統治を

まかせたくらいである｡ 現在でも,パンゲラン･スメダン財団 (JajasanPangeranSumedang)

をつ くり,まだ多 くの土地を保有し,一族の教育資金や伝統文化の保存にあて,その地方で大

21)Alisjahbana,前掲書 p.19-20･

22)筆者はスメダンでプサカを見せてもらったが,宝石をちりばめた黄金作りのクリスや冠,装身具であっ
た ｡

プサカは疫病や皐魅の予防にも役立つと考えられ,場所によっては住民のために行列が行なわれ,普

たプサカを洗った水が病気に効くとも考えられていた｡(Alisjahbana,前掲書,p.21)

23)筆者はスンダで各地のレ-ソトの墓を訪ねたが,リンパンガンのRadenWidjajaKusmah,スメダンの
PangeranSuriaKusmahAdiNataI (1836-82在位),およびチアミスのあるレ-ソトの墓は,そ
の土地の人 に々尊崇され,種々な祈願の対象となっていた｡とくにスメダンの前記レ-ソトは財産や奥

さんや子供 (94人)に恵まれていたので,これらの欲しい人はこの墓に祈願するとのことで,墓地の中

でもとくに白布で囲まれていて,特別なあっかいをうけていた｡

24)ほとんどの家はSalsilah(家系固)を持ち,その家の重要事項を特別な木 (普通は宗教書)に書きこん
だ｡(Alisjahbana,前掲書,p.33｡脚註)

25)A.W.KinderdeCamerecq,HStamlijstderregentenvanSoekapoera,indePreangerRegentschappen,
tot1858日"StamlijstderregentenvanSoemedang,indePreangerRegentschappen,tot1858日

TijdschriftvoorZndischeToals･,Land･enVolkenkunde,XI.1862.pp.159-160.
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田中:スンダ (西ジャワ)の貴族 (menak)について

きな力を持っている｡

スメダンのレ-ソト家の詳細な系図は,1968年パソゲラン･スメダン財団によって作成され

ていたが,この系図は ｢スメダン史 (SudjarahSumedang)｣をもとに,各地のレ-ソト家の

系図とオランダ人,インドネシア人歴史家の研究を参照しながら作成されてあった｡基本とな

表1 スメダン史 (SudjarahSumedang)

Kolom l･NabiAdam よりPangeranSantriTjirebonまで

NabiAdama.S.

1 NabiSis

2 Anwas

3 Panad

4 Mutacki1

5 Madjid

6 Nabildrisa.S.

7 Sulha

8 Suhara

9 NabiNoba.S.

10 1.Hasjim

2.BagindaSjah

ll Said,Hasjim の子

12 Patja

13 Ranga

14 Saruh

15 Pachir

16 Azar

17 Nabilbrahim a.S.

18 Nabilsmaila.S.

19 Shabit

20 Jadjib

21 Jarab

22 Pachur

23 Nanah

24 ManglS

25 0edadi

26 Mulid

27 Nadjar

28 Mular

29 Iljas

30 AbuTolib

31 Adjimah

32 Inatah

33 Tapur

34 Pangir

35 Golib

36 AbudulManap

37 Hasjim

38 Abdulmutalib

39 1.AbuTolib

2.Abdullah

40 KandjingNabsMuhamads.a.W.

41 DewiPatimah,SajjidAliの妻

42 Husen

43 DjenalAbidin

44 RatuBanisraibSjeh工)jenalKubro

F 45 RadjaJutaSjehDjumadilKubro

46 RadjaMesirSjehNadjmudin

47 SunanGunungdjaii

48 PangeranPasarean

49 1.RatuPetah

2.PangeranBalega

50 PangeranPandjunan

51 PangeranPamerebaran

52 PangeranSanlri

SunanTuakanの娘 NjimasPatuakan

と結婚した SunanTjorendaの娘,

PutjukOemoem と結婚す｡

注:Nabi-預言者｡Kandjing-王｡Kolom 2ほ NabiNohに始まって Siliwangiとなる｡

NabiNob-ノア｡ KandjingNabiMuhamad-マホメット｡

415



東南アジア研究 10巻3号

った ｢スメダン史｣は昔のレ-ソトの邸宅の一部の一室に保存されてあったが,これは1901年

アラビア書体で筆写された詳細なレ-ソト家の系図であ り,また戸籍でもあった｡そしてこれ

はアラビア書体であるためか,1919年にローマ字化され,さらに1901年以後が補足されてあっ

た｡1919年本で, 1巻 133ページ, 2巻53ページの大部のものであり,スソダ語で書かれてあ

った ｡

｢スメダン史｣(表1･図1参照) によると,スメダンのレ-ント家はチ ィレポソ王室出身

のパンゲラン･サントリ (PangeranSantri) とパジャジャラン王の子孫 (女)との結婚によ

ってできたものとしてある｡ このことはチ ィレポソ王国の勢力がこの地にのびて来て,土着勢

図1 Sumedang家系図

(SudjarahSumedangより作成)
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NabiNob
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○--･×-- ㌢ra
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田中:スンダ (酉ジャワ)の貴族 (menak)について

力と結合 したことを意味するであろうが,同時にまたこの地の回教がチィレボンより入ってき

たであろうことをうかがわせる｡ これはチィレボンに隣接する地域として,地理的にも充分考

えられることである｡

しかしここで注目すべきことは祖先をマホメットとしていることである｡ すなわち ｢スメダ

ン史｣第1ページは NabiAdam (Nabiは預言者)から始まって NabiMuhamadになり,

チ ィレポソ,バンテン両王国の始祖 SunanGunungDjati,そして PangeranSantriとなり,

第2ページに入って, パジャジャラン王, シ1)ワンギ (Siliwangi)が出てくるが, このシリ

ワンギもまた,NabiAdam の9代目の子孫 NabiNohの第2子 BagindaSjahを先祖とし

ている｡ すなわち預言者マホメットの子孫が,同じく預言者ノアの子孫であるパジャジャラン

王の兼高の娘と結婚してスメダン家ができあがったようになっている｡

これが1968年作成の系図ではスソダのガル-王朝を中心にして,その子孫のシリワンギ王の

曽孫 (女)が, エジプト(Mesir)王の子孫であるチ ィレポソ王室出身のパンゲラン･サント

リと結婚したように表現され, 回教の預言者たちに結びつけていない｡ すなわち ｢スメダン

史｣は回教預言者の子孫であることを強調し,1968年の系図はスンダ人の間に伝承されている

民族的英雄シリワンギ王の子孫であることを強調している｡

スソダのレ- ソトがこのように先祖をマホメットとし26),このことを強調したことは,この

地-の回教の浸透と相まって,レへソトが従来もっていたアニミズム的権威 (超自然力を持っ

ていると言う)と,王は神の化神であると言うヒンズー的権威 (シリワンギ王の子孫であるこ

とによって)に,さらに回教のカリフ的権威を加えたことになる｡

事実,レ-ソトはオランダの-土着民官吏と化するまでは,単に行政上の長であったばかり

ではなく,宗教上の長でもあった｡27)だからこそ,宗教税であるジャカト(Djakat,モスクや

聖職者に納める)や ピトラ (Pitrah,断食終了時に納める)の一部を徴収する権利を持ってい

たのである｡ また彼らの住居と役宅は,必ず聖樹ワリソギソの繁る広場 (alun-alun)を中心

にした南側におかれ,西側にはモスクを配置している｡(図2参照) そして彼らの部下,郡長

(wedana),副郡長 (tjamat)もまたこの形式にならっている｡

すなわち政教一致と同時に,彼らがその長であることを形の上で示しているのである. レ-

ソトがこのような権威を持っていたからこそ,オランダは法的にはレ-ソトの任命権を持ちな

がらも,彼らの世襲を認め,新たにレ-ソトス-ップ (regentschap,レ-ソト統治県)を設置

26)チァソジュールのレ-ントの先祖 WiranatanudatarI(1557没)はシリワンギ王の子孫で,彼の母は
チイレボン王室の始祖 SunanGunungDjatiの娘であるとしている｡(Alisjahbana,前掲書p.33,脚
注)このようにスソダではほとんどのレ-ソトが,先祖をシリワンギ王とパンテンやチイレポソのスル
タンにしているので,マホメットを先祖にすることができる｡

27)S.Kalff,"Javaanschehoofdambtenaren"KolonialTijdschrift.9,1920.p.507.
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図 2 レ-ントの住屠
(スメダンの例)

副理事官邸

広 場

ワリンキン樹
0 0 0 0 0 0

した時でも,彼らの一族からレ-ントを任命し28),植民地統治に利用したのである｡

1904年,プーカ (Boeka)は ｢インド入門 (Delndische°ids)｣ 誌上において ｢ジャワの

首長 (DehoofdopJava)｣について論じているが,彼はその中で, ｢その地方を支配してい

たレへントの一族でなく,博学と西洋的知識によって政和 こ任命されたレ-ソトは,住民に首

長として認められるようになるのに非常な努力と時間が必要である｡ それでもレへソトの一族

ほどの勢力を持つことはできない｡そして侮辱されたと考える貴族や,その他の不満分子が復

讐を考えるようになる｡ しかし他の出自のレ-ソトも政府の手厚い保護と与えられた権力によ

って,表だって住民から軽蔑をうけることはないO｣ と言って29), 伝統的首長が依然として住

民に尊敬されていることを述べている｡

一般のメナックも以上のような精神的な権威をもっているレ-ソトの一族であるがゆえに,

住民から尊敬の念をもってむかえられたのである○ だからこそ,オランダは一般土着民官吏を

メナックから多 く採用したのである｡1940年においてもなお,スソダの女流作家30'ほ, ｢高級

役人の子孫で,貴族の称号を持っている者が,教師でかつ住民の教育的発展につ くしている者

より,住民から尊敬され,要求されている｡｣と書いている｡

28)20世紀に入ってから,オランダはスカブミ(Sukabumi)に新しい regentschapをつくったが,そこの
レへソトにスメダンのレ-ソトの一族を任命した｡

29)"DeHoofdopJava･eenstudiedoorBoeka,"DeZndischeGids.26,1904.p.335

30)QiwarsihDjojopuspito,=BuitenbetGareel,"VrijNederland･Amsterdam,1940(Alisjahbana,前掲
書p.15)
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しかしオランダのレ-ソト等の土着民官吏化が進み, 彼らが単なるオランダの-役人と化

し,宗教的権威を失うにつれ,一般のメナックもまた精神的な権威を徐々に失っていったので

ある｡

ⅠⅤ メナックの権威の経済的基盤

メナックの権威の政治経済的基盤はすでに述べたように,政治権力すなわち官職に結びつい

ている点にある｡メナックでなければ役人になれなかったのである｡ このことは後年,オラン

ダが身分でなく,学校教育をうけたものから土着民官吏を採用するようになっても,教育をう

ける機会に恵まれたメナックが,やはり多数を占めて,そこに大きな変化ほおこらなかった｡

1925年,ジャヮ島全体の執政 (patih), 郡長 (wedana)399名車,非貴族は166名 (40%)で,

他は全部,貴族であった｡31)

それゆえ,メナックの権威を支える経済的基盤の第一は官職にともなう収入である｡

スソダの農民は彼 らの領主であるレ-ソトその他の首長 (hoofd)に対して,夫役と貢納の

義務があった｡ 夫役には まず職田 (ambtveld)での労働があった｡ 職田は役人の俸給として

役職に付随するものであるが,役職はしばしば世襲化されたので,職田は役人の私有地化する

ことが多かった｡その他には首長の邸宅の手入れ,道路普請,供奉等があった｡

貢納には収穫の二十分の-を納めるチュウク (tjuke)があった｡ レ-ソトはこのチュウク

と磯田のそれぞれ一部を配下の役人に分かち与えたのである｡

レ-ソトはまた回教の長でもあったから,すでに述べたように宗教税の djakatとpitrahの

一部を自己の収入とした｡このほか,水牛の売買および屠殺税,通行税,渡船税等がレ-ソト

に納められた｡そしてメナックはレ-ソトの一族としてそれぞれのレ-ソトのもとで役職を与

えられ,収入の道を得たのである｡

しかしレ-ソト以下諸役人達にとって最大の収入となったのほ,コ-ヒーの義務供出制にと

もなうものであった｡彼らはオラソダと農民の間にあって,莫大な収益をおさめた.32)

しかしこのような収入も,プレアングル制度の廃止 (1871)とその後の土着民官吏化政策の

進展につれ,これら領主的特権は消減させられ,失われていった｡

メナックの経済的基盤の第2は,土地所有によるところのものである｡ オランダ東インド会

社時代,スンダのレ-ソトおよび郡長ら有力者達は義務供出制の負担に耐えかねて,逃亡して

きた農民を自己の手もとに受け入れ, 隷農 (menunpang)として 開墾と耕作にあたらせた｡33)

31)Alisjahbana,前掲書p.15.
32)前掲拙稿を参照されたい｡
33)東インド会社時代末期にはスソダの農民の過半数は隷農 (Menumpang)となった｡(前掲拙稿p.123)0
この数字はジャワ島全体についてであるから貴族にはジャワのプリヤイとスソダのメナックの両方が含
まれている｡
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この当時,スソダ (プリアンガソ)地方はほとんど荒蕪地におおわれていたので,労働力を

獲得したこれら有力者達は開墾して所有地を拡げていったのである｡ 会社崩壊後もこの傾向は

続き,こうしてメナック達は大土地所有者となっていったのである｡

1904年,ケルン (R.A.Kern)は ｢インド入門 (Delndische°ids)｣誌上で ｢プレアンゲ

ルの状況,大土地所有｣,すなわちスソダ地方の大土地所有について論じているが, その中で

彼は,この地方の大土地所有の原因について,次のよう芦述べている｡34)

(1) 同郷人の購入による｡

(2) 荒蕪地の開墾による｡ これは後に法律により制限されたが,他人名儀で開墾が行なわれ

た ｡

(3) 荒蕪地にコーヒーを植え,また5年後には世襲的個人占有地にしてもらうと言う条件で

政府の農園を維持管理することによって｡ このような方法で1872年から1884年の間にいわ

ゆる ｢独立農園 (merdika-tuinen)｣ができた｡ しかし,土地を拡張してコーヒ-を植え

たり,また維持する手段を持っているのは,富裕な土地所有者に限られていたので,これ

らの土地の大部分は これら富裕な土地所有者の手に入った｡これらの土地は初めは当然畑

であったが,後に一部は水田に改められた｡

(4) 山獄地帯で,主として畑,水田を略奪すること (spoliatie)によって｡ とくに1870年以

前はまだ荒野で,その後急速に水田化していったバソドン高原において｡

以上4点を大土地所有成立の原因としてあげているが,現在 (1904年)では(1)の同郷人から

の購入が最も重要な原因であるとし,大土地所有拡大の原因を純経済的なものに求めている｡

しかし彼は大土地所有者として, (1)レ-ソトの一族 (regentengeslachten), (2)土着貴族

(landadel)35),(3)村人 (desalieden)の三者をあげ,(1)と(2),すなわちメナックが大土地所有

者の主要構成員であることを示し36),さらに ｢土着民官吏はレ-ソトー族および,土着貴族で

あったが,しかしこれらの人数が官吏の数を上回ったため,最近では最も有名な家族でないと

なれない｡そこでレ-ソトの家族の一員以外の土着貴族は官吏-の道を閉されてしまった｡た

とえあっても収入が少なく,名誉的なものであった｡土着民官吏の数の停滞は,それから閉め

出された大土地所有者をして,さらに土地の拡大と改良に心を向けさせた｡彼らは耕作に対し

て愛情を持ち,また手段も所有し,勉学の意欲があり,教義があり,発展進歩に対して,一般

34)R.A.Kern,"Prijanganschtoestand;t'Grootgrondbezit,"DeZndischeGids,26.Ⅱ,1904.pp.1817
-1824)

35)在地化したメナック｡
36)Alisjahbanaはスンダの大土地所有の基本的原因として,土地の個人的占有権と非村民に対する土地の
自由譲渡をあげ,大土地所有者としては,(1)メナックの家族,(2)富裕な村民,(3)商人,(4)-ジ (hadji)
をあげ,土地はメナックにも県民にも良い投資として考えられたとのべている0(Alisjahbana,前掲書
p.53)
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大衆よりはるかに有能であった｡｣ とのべ, さらに大土地所有者は開拓者として,また国民の

て果たしてきた役割を高く評価している｡

このようにメナックは大土地所有者としての経済的基盤を持っていたので,メナックの身分

が官職と結びつかなくなった後においてもなお,大土地所有者として農民に対して権威を維持

し続けることができたのである｡

耕作に対する道案内として有益であるとし,メナックが大土地所有者として,また開拓者とし

お わ リ に

現在メナックは伝統文化の継承者として以外の身分的,精神的権威は失ってしまっている

が,権威の経済的基盤の一つであった土地所有については,1960年の土地改革にもかかわらず,

彼らはなお依然として土地を保有し,土地所有者であることには変わりはない｡しかし,分割

相続で,しかも子どもが多いため,一般的にはかなり細分化されているようである｡ また彼ら

は教育に熱心で,経済力があるので,子弟に高等教育をうけさせているため,中央,地方の官

庁ではなお依然として彼らは勢力を持っている｡
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